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最難関問題集４上第１５回 くわしい解説

1

(1) 右の図のように，三角形ＡＢＣを３つの部分に分けます。

右の図のななめの線をつけた三角形は，底辺が１０cmで高さも１０cm

ですから，面積は １０×１０÷２＝５０（cm2）です。

右の図のななめの線をつけた三角形は，底辺が１０cmで高さは６cm

ですから，面積は １０×６÷２＝３０（cm2）です。

右の図のななめの線をつけた三角形は，底辺が１０cmで高さは

１２－８＝４（cm）ですから，面積は １０×４÷２＝２０（cm2）です。

右の図のようになるので，三角形ＡＢＣの面積は，

５０＋３０＋２０＝１００（cm2）になります。
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最難関問題集４上第１５回 くわしい解説

(2) 三角形ＡＢＣは直角二等辺三角形なので，ＢＣが１２cmなら，

右の図のアも１２cmです。

右の図の★も☆も直角二等辺三角形なので，イとエは同じ長さ

で，ウとエも同じ長さです。

よってイ，ウ，エはすべて同じ長さになり，１２÷２＝６（cm）です。

よって右の図のようになり，四角形ＡＢＤＥを，三角形ＡＢＣと

台形ＡＣＤＥに分けると，

１２×１２÷２＋（６＋１２）×６÷２
三角形ＡＢＣ 台形ＡＣＤＥ

＝７２＋５４

＝１２６（cm2）
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最難関問題集４上第１５回 くわしい解説

2

右の図のかこった部分は，紙がたてに２まいあるので，画びょ

うは２個です。

つまり，「たて」個です。

右の図で，かこった部分が４セットあるのは，紙が横に３まい

あるので，はしとはしをふくめて ３＋１＝４（セット）あることになりま

す。

つまり，「横＋１」セットです。

よって，かこった部分の画びょうの個数は，１セット「たて」個が

「横＋１」セットあることになりますから，

たて×（横＋１） 個になります。

また，紙がたて２まい，横３まいの場合は，右の図のかこった

部分は紙が横に３まいあるので３個です。

つまり，「横」個です。

右の図で，かこった部分が３セットあるのは，紙がたてに２まい

あるので，はしとはしをふくめて ２＋１＝３（セット）あることになりま

す。

つまり，「たて＋１」セットです。

よって，かこった部分の画びょうの個数は，１セット「横」個が

「たて＋１」セットあることになりますから，

横×（たて＋１） 個になります。

全部で， たて×（横＋１）＋横×（たて＋１） 個になります。

よって，たて５まい，横１０まいの場合は，５×（１０＋１）＋１０×（５＋１）＝５５＋６０＝１１５（個）に

なります。
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3

(1) １まいのタイルの面積は，３×３－２×２＝５（cm2）です。

タイルの面積の合計が１５cm2のときは，１５÷５＝３（まい）のタイルをしきつめたことになります。

ところで，タイルが１まいの場合のまわりの長さは，右の図の矢印の部分をパンチ

すれば，正方形のまわりの長さと同じなので，３×４＝１２（cm）です。

タイルが２まいの場合のまわりの長さは，右の図のアの部分は ３－２＝１（cm）

なので，１辺の長さが ３＋１＝４（cm）の正方形のまわりの長さと同じになり，

４×４＝１６（cm）です。

タイルが３まいの場合のまわりの長さは，右の図のアの部分は１cmなので，

１辺の長さが ３＋１＋１＝５（cm）の正方形のまわりの長さと同じになり，

５×４＝２０（cm）です。

(1)では，タイルが３まいの場合なので，答えは２０cmになります。

(2) １まいのタイルの面積は，３×３－２×２＝５（cm2）です。

タイルの面積の合計が５００cm2のときは，５００÷５＝１００（まい）のタイルをしきつめたことになりま

す。

(1)でわかった通り，タイルが１まい，２まい，３まいの場合のまわりの長さは，１２cm，１６cm，２０cmに

なっています。

４cmずつふえる，等差数列になっています。

等差数列のＮ番目の数は，「はじめの数＋ふえる数×（Ｎ－１）」の公式で求めることができます。

よって，タイルが１００まいの場合は，１２＋４×（１００－１）＝１２＋４×９９＝１２＋３９６＝４０８（cm）

になります。

(3) (2)でわかった通り，Ｎまいをしきつめたときのタイルのまわりの長さは，「１２＋４×（Ｎ－１）」の公式

で求めることができます。

まわりの長さが９６８cmの場合は，１２＋４×（Ｎ－１）＝９６８ となります。

逆算をして，９６８－１２＝９５６ ９５６÷４＝２３９ ２３９＋１＝２４０

よって，タイルを２４０まいしきつめたことになります。
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4

(1) ３７人が全員日直をしたときに，出席番号が２９番の人も日直をしています。

また３７人が全員日直をしたときに，出席番号が２９番の人はまた日直をしています。

ここまでで，出席番号が２９番の人は２回日直をしました。

あと２９人が日直をすれば，出席番号が２９番の人は３回目の日直を終えたことになります。

ここまでで，３７＋３７＋２９＝１０３（人）が日直をしました。

つまり，出席番号が２９番の人が３回目に日直をするのは，全部で１０３人が日直をしたときです。

１日に２人ずつ日直をするので，１０３÷２＝５１ あまり １ により，５１日間と，あと１人だけあまって

います。この１人がするのにも１日ぶんかかりますから，５１＋１＝５２（日間）日直をすればよいことに

なります。

１週間に，月・火・水・木・金の５日間日直をするのですから，５２÷５＝１０ あまり ２ により，

１０週間と，あと２日で，５２日間になります。

よって，出席番号が２９番の人が３回目に日直をするのは，１０週の次の１１週目の，２日目であ

る火曜日になります。
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(2) 出席番号が１１番の人がはじめて日直をするのは，もちろん１１番目に日直をするときです。

１日に２人ずつ日直をするので，１１÷２＝５ あまり １ により，５＋１＝６（日目）です。

１週間に５日間日直をするので，６÷５＝１ あまり １ により，１週間とあと１日あまります。

あまっている１日は月曜日ですから，日直をするのは月曜日になります。

出席番号が１１番の人が２回目に日直をするのは，１１＋３７＝４８（番目）に日直をするときです。

１日に２人ずつ日直をするので，４８÷２＝２４ により，２４日目です。

１週間に５日間日直をするので，２４÷５＝４ あまり ４ により，４週間とあと４日あまります。

あまっている４日は月・火・水・木ですから，日直をするのは木曜日になります。

出席番号が１１番の人が３回目に日直をするのは，４８＋３７＝８５（番目）に日直をするときです。

１日に２人ずつ日直をするので，８５÷２＝４２ あまり １ により，４２＋１＝４３（日目）です。

１週間に５日間日直をするので，４３÷５＝８ あまり ３ により，８週間とあと３日あまります。

あまっている３日は月・火・水ですから，日直をするのは水曜日になります。

出席番号が１１番の人が４回目に日直をするのは，８５＋３７＝１２２（番目）に日直をするときで

す。

１日に２人ずつ日直をするので，１２２÷２＝６１ により，６１日目です。

１週間に５日間日直をするので，６１÷５＝１２ あまり １ により，１２週間とあと１日あまります。

あまっている１日は月曜日ですから，日直をするのは月曜日になります。

出席番号が１１番の人が５回目に日直をするのは，１２２＋３７＝１５９（番目）に日直をするときで

す。

１日に２人ずつ日直をするので，１５９÷２＝７９ あまり １ により，７９＋１＝８０（日目）です。

１週間に５日間日直をするので，８０÷５＝１６ により，ぴったり１６週間です。

ぴったり１６週間ということは，金曜日に日直をすることになりますから，この問題にあてはまります。

よって答えは１６週目になります。
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5

(1) 右の図の，★の面積を求める問題です。

長方形ＡＢＣＤから，ア，イ，ウ面積を引くことによって求めます。

長方形ＡＢＣＤは，１０×１４＝１４０（cm2）です。

アは，４×１０÷２＝２０（cm2）です。

イは，１４×４÷２＝２８（cm2）です。

ウは，（１４－４）×（１０－４）÷２＝３０（cm2）です。

よって★の面積は，長方形ＡＢＣＤ－（ア＋イ＋ウ）＝１４０－（２０＋２８＋３０）＝６２（cm2）です。

(2) この問題を解くコツは， の三角形の面積の２倍が になることです。

右の図の長方形ＡＢＣＤの面積は １０×１４＝１４０（cm2）で，

★の面積は問題に書いてあった通り５８cm2です。

よって，（ア＋イ＋ウ）の面積は，１４０－５８＝８２（cm2）です。

を に， を に， を に

すると，（ア＋イ＋ウ）は，（アア＋イイ＋ウウ）になり，面積が２倍になります。

（ア＋イ＋ウ）は８２cm2ですから，（アア＋イイ＋ウウ）は，８２×２＝１６４（cm2）です。

ここで，図に（アア＋イイ＋ウウ）を書きこみます。

アアを書きこむと になり，さらにウウを書きこむと になり，

さらにイイを書きこむと， になり， の部分が重なってしまいます。
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重なったぶんだけ面積が大きくなります。

そのため，長方形ＡＢＣＤの面積は１４０cm2でしたが，（アア＋イイ＋ウウ）は１６４cm2になり，

１６４－１４０＝２４（cm2）だけ大きくなりました。

よって， のななめの線をつけた部分の面積が，２４cm2です。

ところで，問題の図には のように，ＣＥの長さが４cmであることが書いてあり

ました。

ななめの線をつけた長方形の，たての長さが４cmで，面積は２４cm2です。

よって横の長さは，２４÷４＝６（cm）です。

ＡＦの長さも，６cmになります。
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6

(1) たてに４回切ると，４＋１＝５（まい）になります。

たてに３回，横に１回切ると合計４回切ったことになりますが，たてに ３＋１＝４（まい），横に

１＋１＝２（まい）できるので，全部で ４×２＝８（まい）になります。

たてに２回，横に２回切ると合計４回切ったことになりますが，たてに ２＋１＝３（まい），横に

２＋１＝３（まい）できるので，全部で ３×３＝９（まい）になります。

たてに１回，横に３回切るときは，たてに３回，横に１回切るときと同じです。

横に４回切るときは，たてに４回切るときと同じです。

よって，答えは ５まい，８まい，９まいになります。

(2) (1)で，たてにＡ回，横にＢ回切ったときは，全部で （Ａ＋１）×（Ｂ＋１）まいできることがわかりまし

た。

いま，全部で４０まいできたのですから，（Ａ＋１）×（Ｂ＋１）＝４０ です。

４０＝１×４０ のとき，Ａ＋１＝１，Ｂ＋１＝４０ ですから，Ａ＝０，Ｂ＝３９ です。

つまり，たてに０回，横に３９回切ったので，全部で ０＋３９＝３９（回）切りました。

４０＝２×２０ のとき，Ａ＋１＝２，Ｂ＋１＝２０ ですから，Ａ＝１，Ｂ＝１９ です。

つまり，たてに１回，横に１９回切ったので，全部で １＋１９＝２０（回）切りました。

４０＝４×１０ のとき，Ａ＋１＝４，Ｂ＋１＝１０ ですから，Ａ＝３，Ｂ＝９ です。

つまり，たてに３回，横に９回切ったので，全部で ３＋９＝１２（回）切りました。

４０＝５×８ のとき，Ａ＋１＝５，Ｂ＋１＝８ ですから，Ａ＝４，Ｂ＝７ です。

つまり，たてに４回，横に７回切ったので，全部で ４＋７＝１１（回）切りました。

切った回数は，３９回，２０回，１２回，１１回であることがわかりました。

最も少ない回数は，１１回になります。
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7

(1) 見えている数をならべると，１，４，７，１０，……のように，３ずつふえる等差数列になっています。

等差数列のＮ番目は，「はじめの数＋ふえる数×（Ｎ－１）」の公式で求めることができます。

はじめの数は１，ふえる数は３です。

この数列の最後の数が５０であるとして，逆算をします。

１＋３×（Ｎ－１）＝５０

５０－１＝４９ ４９÷３＝１６.３… １６.３…＋１＝１７.３…

よって５０は１７.３…番目の数です。

１７.３よりもほんのちょっと大きい１８番目だったら，５０をこえてしまいます。

１７.３よりもほんのちょっと小さい，１７番目が，この数列の最後の数です。

Ｎを１７にして計算すると，１＋３×（１７－１）＝４９ ですから，この数列は１７個あって，最後の数は

４９であることがわかりました。

等差数列の和は，「（はじめの数＋おわりの数）×Ｎ÷２」の公式で求めることができます。

はじめの数は１，おわりの数は４９，Ｎは１７ですから，（１＋４９）×１７÷２＝４２５ になります。

ところで，４９はこの等差数列の最後の数ですが，５０はどうなんでしょうか。

もし５１があれば，その５１が５０をかくすので，５０は見えなく

なりますが，５１がないので，５０は見えたままになります。

よって答えは４２５ではなくて，４２５＋５０＝４７５ になります。

……
1

49

4 7 10 50
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(2) 見えている数はそのまま，かくされた数は（）にして書いていくと，次のようになります。

１ ， ２ ， ３ ， ４ ，（ ５ ），（ ６ ），

７ ， ８ ， ９ ，１０，（１１），（１２），

１３，１４，１５，１６，（１７），（１８），

…………………………………

１段に４個ずつ見えていて，それぞれの段の一番右には，かくされてはいますが，６×１＝６，

６×２＝１２，６×３＝１８，……と，６を１倍，２倍，３倍，……した数が書いてあります。

全体の長さが５０cmになるためには，全部で５０個の数が見えている必要があります。

１段に４個ずつ見えているのですから，５０÷４＝１２ あまり ２ により，１２段と，あと２個が見えて

います。

１２段の一番右は，６×１２＝７２ です。

よって，あまりの２個は，７３と７４になります。

１段目 → １ ， ２ ， ３ ， ４ ，（ ５ ），（ ６ ），

２段目 → ７ ， ８ ， ９ ，１０，（１１），（１２），

３段目 → １３，１４，１５，１６，（１７），（１８），

……………………………………………

１２段目 → ６７，６８，６９，７０，（７１），（７２），

１３段目 → ７３，７４

１段目の和は，１＋２＋３＋４＝１０ です。

２段目の和は，７＋８＋９＋１０＝３４ です。

３段目の和は，１３＋１４＋１５＋１６＝５８ です。

…………………………………………

１２段目の和は，６７＋６８＋６９＋７０＝２７４ です。

よって，１段目の和，２段目の和，３段目の和，……，１２段目の和は，１０，３４，５８，……，２７４

という，２４ずつふえる等差数列になっています。

この等差数列の和は，（はじめの数＋おわりの数）×Ｎ÷２＝（１０＋２７４）×１２÷２＝１７０４

あまっている７３と７４も合わせると，１７０４＋７３＋７４＝１８５１ になります。


